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コルカタ出張
国際肝胆膵学会インド支部の招待を受け，コルカタ
での学会に参加してきた．コルカタはかつて英領イン
ド全体の政治的中心であり，今でもムンバイ，デリー
に次ぐ大都市である．当時は 3月中旬で，東京はまだ
日中の平均気温が 15 ℃前後だったが，コルカタは 25 
℃前後であり，上着もいらないくらいの陽気だった．
コルカタは初訪問で，かつインドの中でもさらにイン
ドらしい（そういう表現が正しいかわからないが）と
いう勝手な先入観があったため，これまでインド訪問
では治安や衛生面の懸念から基本的にホテルにこもりっ
きりだったのをあらため，今回はなんとか街中に出て
いきたいものだと思っていた．実際に着いてみると，学会場を兼ねたホテルは中心部から 20 km近
く離れており，いったん気分がしぼみかけたが，会場でお会いした日本人肝胆膵外科医 2人に誘わ
れ，気を取り直して出かけることにした．
ウーバーで手配した車に乗り，中心部に向かった．車線を無視し，クラクションを鳴らしっぱな
しでギリギリを攻めるような荒っぽい運転は他の都市と同様だったが，大渋滞の中でも悠然と牛が
車の前を横切るというような光景はみかけなかった．ヒンドゥー教徒の割合が違うのかもしれない．
メインストリートであるチョウロンギ通りで降ろしてもらい，まずはアジアで最も古いというイン
ド国立博物館に入った．確かに膨大な展示物に圧倒されたが，あまり系統立って整理されておらず，
説明の文字も小さくて読めなかったこともあって，ほぼ素通りするだけになってしまった．次にモ
イダン公園内にあるビクトリア記念堂に向かったが，ここでチョウロンギ通り沿いを走る地下鉄に
乗ってみた．1984 年開業のインドで最も古い地下鉄らしい．地元民はスマートフォンを介した電子
マネー払いで出入改札を済ませていたが，外国人には敷居が高く窓口にて現金払いにより切符を購
入せざるを得なかった．地下鉄内は意外と清潔で冷房もよく効いていて快適だったが，他の乗客の
視線が痛いほど突き刺さってきたのはご愛敬であった．
駅からモイダン公園まで少し歩いたが，人が多く，とくに子供やその親くらいの年代が目立って
おり，街としての活気を感じた．一方で，狭い歩道の脇にホームレスがたくさんいて，とても衛生
的とは言えない環境だった．野犬も多く（狂犬病の懸念！），基本的には近寄らないようにするだ
けなのだが，緊張は切らすわけにいかないと思った．モイダン公園自体はよく整備されており，あ
のタージマハールを模したというビクトリア記念堂も素晴らしかった．本当は殺戮と破壊の象徴と
されるカーリー女神を祀ったカーリガート寺院にも行ってみたかったが，時間がなくて断念した．
だいぶ歩いたせいか，その後の食事は大変美味であった．インドでは飲み物を冷やす習慣がないの
か，いちいちビール瓶を触らせて，十分冷たいか客自身に確かめさせるのには笑ってしまった．確
かにホテルのルームサービスでオーダーしたビールは常温だった．
学会自体は多くの参加者を得て活況だった．筆者は 2つのプレゼンを済ませ，1つのパネルディ
スカッションに参加し，他演者の発表をいくつか拝聴したが，ロボット支援下手術など技術的進歩
は著しいと感じた．そういうセッションでは質疑応答も活発で，大変な熱気であった．一方でそう
いう技術的進歩をどう生かすか，外科的アプローチを含め，多領域の協力体制で成績をあげような
どという視点にはちょっと欠けているように思った．多数の症例があるのに単施設からの発表が多
く，全国的にデータを取りまとめようという機運も乏しいようだ．今後の課題であろう．ともかく
今回，学会のみならず，街中でインドの活気・熱気を肌で感じられたのはとてもよい経験だった．
誘ってくれた 2人の先生には深く感謝したい．
� （長谷川　潔）
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